












































































（石坂2020 : 26），2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会（以下，「2012 年ロン







































































































Boroughs）」 と 呼 ば れ る グ リ ニ ッ ジ（Greenwich）， ハ ッ ク ニ ー（Hackney）， ニ ュ ー ア ム
（Newham），タワー・ハムレッツ（TowerHamlets），ウォルサム・フォレスト（Waltham
Forest）の 5 つの行政区（LondonBoroughs）のうち，2007 年の重複剝奪指標（4）（Index of
MultipleDeprivation）では，ハックニーが全国でワースト 2 位，タワー・ハムレッツがワースト
3 位，ニューアムはワースト 6 位にランクインした。また，2009 年の失業率で見ても，ハックニー
は 8.6%，ニューアムは 9.9%，タワー・ハムレッツは 11.9%，ウォルサム・フォレストは 7.8% と大
ロンドン市全体の平均（6.9%）よりも高くなっていた（Poynter2012:511）。
　こうした状況を改善すべく，東ロンドンの再開発は 2012 年ロンドン大会招致・開催以前から進
































ウォルサム・フォレストの 5 つのオリンピック開催行政区（2011 年にはバーキング・アンド・ダ
ゲナム（BarkingandDagenham）も追加される）（6）は，共同で同地域の長期的な都市計画である
『戦略的再生のための枠組み』（Convergence2009）を刊行する。そして，その文書の冒頭で「2012
年大会の真のレガシーとは，この先の 20 年の間に，2012 年大会を開催するコミュニティが，ロン
ドンにあるその他の自治体と同様の社会的・経済的機会を有するようになることである」

























AquaticsCentre 新設 恒久 近代五種，競泳，飛込，シンクロナイズドスイミング 競泳
BasketballArena 新設 仮設 バスケットボール，ハンドボール 車いすラグビー，車いすバスケットボール
BMXTrack 新設 恒久 自転車競技（BMX）
EtonManor 新設 恒久 車いすテニス
CopperBox 新設 恒久 ハンドボール，近代五種 ゴールボール
Velodrome 新設 恒久 自転車競技（トラック） 自転車競技（トラック）
RiverbankArena 新設 仮設 ホッケー 5 人制サッカー，7人制サッカー
OlympicStadium 新設 恒久 開閉会式，陸上競技 開閉会式，陸上競技









GreenwichPark 既存 仮設 馬術，近代五種 馬術
NorthGreenwichArena 既存 恒久 バスケットボール，体操競技，トランポリン 車いすバスケットボール
RoyalArtilleryBarracks 既存 恒久 射撃 アーチェリー，射撃
セントラル・ゾーン（CentralZone）
EarlsCourtExhibitionCentre 既存 恒久 バレーボール
HamptonCourtPalace 既存 仮設 自転車競技（ロード）
HorseGuardsParade 既存 仮設 ビーチバレー
HydePark 既存 仮設 競泳（マラソン），トライアスロン
Lord'sCricketGround 既存 仮設 アーチェリー
TheMall 既存 仮設 陸上競技（マラソン，競歩），自転車競技（ロード） 陸上競技（マラソン）
WembleyArena 既存 恒久 バドミントン，新体操
WembleyStadium 既存 恒久 サッカー
Wimbledon 既存 恒久 テニス
大ロンドン市郊外
BrandsHatch（Kent） 既存 恒久 自転車競技（ロード）
EtonDorney（Buckinghamshire） 既存 恒久 カヌー（スプリント），ボート ボート
HadleighFarm（Essex） 既存 恒久 自転車競技（マウンテンバイク）
LeeValleyWhiteWaterCentre
（Hertfordshire） 新設 恒久 カヌー（スラローム）
WeymouthandPortland（Dorset） 既存 恒久 セーリング セーリング
サッカー競技会場（所在地）
CityofCoventryStadium
（Coventry） 既存 恒久 サッカー
HampdenPark（Glasgow） 既存 恒久 サッカー
MillenniumStadium（Cardiff） 既存 恒久 サッカー
OldTrafford（Manchester） 既存 恒久 サッカー
StJames’Park

















　競技施設を含めオリンピック・パーク周辺の開発を担当したのは，2005 年 10 月に設立された
2012 年ロンドンオリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（the LondonOrganising
CommitteeoftheOlympicGamesandParalympicGames:LOCOG）ではなく，2006 年 3 月に設
立されたオリンピック開発機構（theOlympicDeliveryAuthority:ODA）と，従来から当該地域
の開発を担ってきた大ロンドン市のロンドン開発公社（theLondonDevelopmentAgency:LDA）




Legacy Company : OPLC）が 2009 年 5 月に設立された。この OPLC 設立にあたり，LDA はロウ
アー・リー・バレー地域における 2012 年ロンドン大会の〈レガシー〉に関わる責任を OPLC に移


































































を試みる。なお，スポーツ行政関係者に対する半構造化インタビュー調査は，2018 年 5 月と 11 月







　次頁表 3 は 2012 年ロンドン大会の競技会場のうち，新設された施設の概要を示したものである。
このうち，オリンピック・スタジアム（現在は「ロンドン・スタジアム」に改称），ロンドン・ア
































した年月 2016 年 7 月 2014 年 3 月 2013 年 7 月
建設費 4 億 2,900 万ポンド 2 億 5,100 万ポンド 4,100 万ポンド
施設概要
・ヨーロッパ・サッカー連盟








・ 英 国 陸 上 競 技 連 盟（UK
Athletics）による優先利用
・サブトラックを併設
・2 つの 50m プール（観客席は
2,500 ～ 3,500 席）
・飛込用プール
・2012 年大会時の観客席数は
1 万 7,500 席だったが，大会後
に縮小
・バスケットボールコート 3 面

























施設管理者 リー・バレー地域公園機構 リー・バレー地域公園機構 リー・バレー地域公園機構
施設運営者 LeeValleyLeisureTrust LeeValleyLeisureTrust LeeValleyLeisureTrust
再オープン
した年月 2014 年 3 月 2014 年 6 月 2012 年 9 月








・2015 年 6 月にはジム（Cycling
Gymnasium）も開設
・テニスコート 10 面（インド
ア 4 面，アウトドア 6 面）
・ホッケーピッチ 2 面（観客席
は 3,000 席，最大 1 万 5,000 席）
・ 全 長 300m の メ イ ン コ ー ス
（オリンピック競技用コース）








































　第 2 の特徴としては，施設を管理する LLDC と LVRPA によって，2012 年ロンドン大会後の施
設の運営計画および大会の〈レガシー〉を遺していくための具体的取り組みを表した「レガシー・









（12）　なお，「大会モード」から「レガシー・モード」への改修に際しては，ロンドン・スタジアムでは 3 億 2,300


















でも特に興味深いのは，次の 3 点である。第 1 に，2012 年ロンドン大会の招致が始まる以前から
各施設の建設計画が存在していた点である。具体的には，ベロ・パークに関しては，LVRPA が自
転車競技の新たな総合施設を建設する計画を 2003 年に発表し，それが翌年になって 2012 年ロンド
ン大会の招致計画に組み込まれることとなった（LVRPA2014 :8-9）。同様に，ホワイト・ウォー
ター・センターも 1999 年の時点で建設計画が立ち上がり，その後 2004 年に招致計画へと組み入れ




クについては英国自転車競技連盟（British Cycling）と連携して 5 年間の「レガシー・プラン」を
策定している（LVRPA2014:7）。また，ホワイト・ウォーター・センターに関しては，1999 年の















（13）　C 氏（リー・バレー地域公園機構職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 14 日）より。
（14）　C 氏（リー・バレー地域公園機構職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 14 日）より。
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れた，スポーツ参加を促進するためのプログラムも展開している（LVRPA 2012a : 5）。この点に











手の発掘・育成・強化プログラムが恒常的に実施されている。また，表 3 にあるように，2012 年










り組むとしている（LLDC2012:16,36-37）（17）。加えて，LVRPA が管理する 3 施設では，女性（特
に若い女性），高齢者，エスニック・マイノリティ，低所得者層，障害者を対象とした社会的包摂
を目的としたプログラムが展開されている（18）。加えて，こうした施設は学校・若者に対するスポー
（15）　C 氏（リー・バレー地域公園機構職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 14 日）より。
（16）　これは，各競技団体による国際スポーツイベントの招致・開催に関わる取り組みを財政的・技術的に支援する
ことを目的としたプログラムである（UKSport2013:12-13）。























テニスを楽しめるプログラムや子ども向けのプログラムを実施している（LVRPA 2016 : 14）。英
国カヌー連合は，ホワイト・ウォーター・センターで ‘Go-Canoeing’ という普及プログラムを展開













（19）　LVRPA の資料（LVRPA2012a,2015a,2015b,2015c）によると，カヌーに関しては 2011 年 7 月，2012 年 3
月，2014 年 7 月，自転車競技とホッケー・テニスについては 2014 年 9 月と 2015 年 3 月に開催されていたことが
確認できる。また，2016 年の資料によると，2011 年から 2016 年の間に，同プログラムには 400 以上の学校から
5,000 人以上の生徒が参加した（LVRPA2016:17）。






政策を担う政府系機関であるスポーツ・イングランド（Sport England）による ‘Active People






4 年間でのべ 16 万 4,553 人がその恩恵を受けたとされる（LLDC2018:2）。
　② MotivateEast
　もうひとつの大規模なプログラムが，2012 年ロンドンパラリンピックの〈レガシー〉として展
開された ‘Motivate East’ である。これは，LLDC，ロンドン・スポーツ，WheelPower（チャリ
ティ団体）が，スポーツ・イングランドから助成を受けながら，LVRPA，イースト・ロンドン大
学，GLL，6 つのオリンピック開催行政区との協力のもとで 2013 年から 2018 年 3 月にかけて実施
したプログラムであり，障害者に対するスポーツ・身体活動，ボランティア活動の機会の提供を目
的としていた（QEOP n.d.）。当該プログラムの当初の目標受益者数は 2 万 6,000 人であったが，そ
れを超える参加者があったとされる（LLDC2016b:28）。
　③ BMXLegacyProgramme
　ここまで見てきた Active People Active Park と Motivate East は，LLDC を中心に展開された
大規模なプログラムである。一方で，競技団体などが中心となって展開されたプログラムも存在す
る。そのひとつの例が，アクセス・スポーツ（AccessSport）というチャリティ団体による ‘BMX
Legacy Programme’ である。アクセス・スポーツは 2004 年に設立された団体であり，スポーツ・
身体活動を通じて貧困地域に住む若者や障害を持つ若者の身体的・精神的健康状態の改善に取り組

























　ロンドン陸上競技連盟の資料によると，2011 年 4 月から 2017 年 3 月までの Run! Project の成果
としては，1）350 の Satellite Club（イングランド陸上競技連盟が承認したクラブに対して支援を
提供するプログラムであり，11 歳から 25 歳の若者が陸上競技やランニングを通じて身体的により
活動的になるように奨励することを目的とする）を展開し，500 名の障害者を含む 5,500 名が参加














（24）　G 氏（元イングランド陸上競技連盟職員）に対するインタビュー調査（2018 年 11 月 8 日）より。
（25）　Run!Project の成功はイングランド陸上競技連盟の中期戦略でも取り上げられており，「この都市における活







に，3 年間で 1,550 万ポンドを投資するとした（GLA 2009 : 9）。また，具体的な目標として，1）
より多くの人びとを活動的にする，2）スポーツのインフラを変容させる，3）能力・スキルを構築








をする機会を提供する ‘FreeSport’，市内に仮設のプールを設置する ‘MakeaSplash’ という 5 つ
のプログラムによって構成される。関係者によると，2012 年ロンドン大会の〈スポーツ的レガ
シー〉を構築するための試みとして特に有益だったのは，「スポーツ参加基金」であったという。
たとえば，アクセス・スポーツの職員である H 氏はこの基金のおかげで BMXLegacyProgramme
を開始することができたと述べている（27）。同様に元イングランド陸上競技連盟職員の G 氏も，
ニューアム行政区限定であった NewhamAthleticNetwork が大ロンドン市全体を対象とする Run!









2005 年から 2016 年にかけてスポーツ・イングランドが実施した「アクティブ・ピープル調査
（ActivePeopleSurvey）」が挙げられる（29）。その調査結果を大ロンドン市（特に 6 つの開催行政区）
に関するデータを中心に整理したものが次頁表 4 である。この表からは，第 1 に，全国（イングラ
ンド）ではこの 10 年の間にスポーツ参加率は若干上昇したものの，2012 年ロンドン大会が開催さ
れた 2011/12 年度を境にやや減少しているのに対し，大ロンドン市では大会後の 2012/13 年度に
（27）　H 氏（アクセス・スポーツ職員）に対するインタビュー調査（2018 年 11 月 8 日）より。





ピークを迎えていること，第 2 に全国平均（10 年間で 1.5 ポイント増）に比べて，大ロンドン市の
スポーツ参加率の増加幅の方が大きい（10 年間で 2.5 ポイント増）ことが読み取れる。そして第 3
に，開催行政区では 1 つの行政区を除き，スポーツ参加率の増加が見られることが指摘できる。特
に，オリンピック・パークに隣接するハックニー，ニューアム，タワー・ハムレッツ，ウォルサ















（週 1 回，30 分程度，2005/06 ～ 2015/16 年度）
　　　　　年度
地域名
2005/06 2007/08 2008/09 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 2014/15 2015/16
全国平均 34.6 36.6 36.5 36.2 35.6 36.9 36.6 36.1 35.8 36.1
ロンドン全体 35.3 37.0 38.0 36.8 36.6 37.8 38.5 38.0 38.0 37.8
バーキング･
アンド・ダゲナム
28.8 26.8 31.4 26.3 26.4 29.0 26.1 22.8 26.5 24.8
グリニッジ 32.0 35.0 38.6 31.7 31.9 36.5 33.4 33.9 32.2 35.9
ハックニー 32.3 33.2 32.9 37.0 39.0 37.9 38.9 37.4 36.4 39.9
ニューアム 26.6 29.7 29.0 26.0 29.2 27.6 30.0 28.3 29.7 32.7
タワー・ハムレッツ 32.8 35.1 35.0 38.5 38.1 37.0 38.9 37.3 37.7 41.0
ウォルサム・
フォレスト
31.6 34.4 35.6 32.2 36.3 39.9 37.0 38.3 36.6 38.3
注 1：表中の数字は「この 4 週間の間に，1 回 30 分以上の適切な強度のスポーツを，少なくとも 4 回以上実施した」
と回答した人々の割合を示している。














　思うに，2012 年ロンドン大会後の 2，3 年の間は［地域の〈スポーツ的レガシー〉を］具現化
させることはできていなかった。でも，［インタビュー時の 2018 年から見て］この 2，3 年は
私たちが 2012 年にできなかったことを実現できはじめているように思う。［略］。2012 年の時
は 2018 年のことなんて考えていなかったのではないだろうか（括弧内は筆者による補足）（32）。













（30）　C 氏（リー・バレー地域公園機構職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 14 日）より。
（31）　D 氏（イングランド・ホッケー協会職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 14 日）より。
（32）　E 氏（英国カヌー連合職員）に対するインタビュー調査（2018 年 11 月 2 日）より。































（34）　F 氏（前英国自転車競技連盟職員）に対するインタビュー調査（2018 年 11 月 2 日）より。
（35）　A 氏（前ロンドン・レガシー開発公社職員）に対するインタビュー調査（2018 年 5 月 10 日）より。





















































　本研究は JSPS 科研費 JP16K16512 の助成を受けたものです。
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